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歯を自くする白い歯磨
●ヨゴレを化学的に溶かすダイヤフェン菌合

●ッヤッヤと白い歯に仕上げるリン酸カルシウム基却
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文 部 大 臣 杯

第五 全日本教職員バ ドミントン

選 手 権 大 会

日本パトミントン協ヘ ロ本教職員″`トミントン連盟、北海道教育委員会、
札幌市

文部省・日本学校体育研究連合会、北海道。北海道体育教会、札幌市教育委員・

会ゞ札幌市体育連盟、 日刊スポーツ社
北海道パトミントン協会、北海道教職員バトミントン連盟

昭和41年 8月
'日
(火)10(水 )11日 (ラ●

札聯 育館

日宣美会員 成 沢 光 雄

催

　

　

援

V

主   管‐

期   日

会   場

表紙モデル

-1-

」
コ:1
」 ■

ノ
覇

―
!  :

_こふ卜‐

願「

「

¬¬暉

J

¬

|

1'

口l『E■E
_1 .:・ 1■
口‖■翼』Eコ
:                 _‐    ,審崚聴

=ヽ

―



挨 拶

先きに、第 11回 オリンピツク冬季大会会場 と決定致しま

した札幌市において、第 5回全日本教職員パドミントン選手

権大会が開催されますことは、誠に意義深く本会を代表 して

先ず心より関係各位に対しお祝と感謝を申しあげます。   ..、
ご承知の通夕本会も、過 ぐる 19る 4年第

`回
男子断 選 V

手権大会を東京において開催して、世界の 5強に入り、その

驚異的な躍進ぶりを示し それにより国際交流の度が激 しく

なり、本年早々全英選手権大会の男子単の部に参加、準優勝

を獲得 し、ささ′■どの女子世界選手権大会では初めて女子選

手が活躍して世界の強豪を相手に勝ち進み、決勝でユーパー

杯保持国のアメリカを破つて見事優勝の栄冠に揮いたのも記

録に新しいところであり■す。然うして、これら躍進の原動力で中学高校生の指導たる皆様の精進、研究

にあることは申すまでもありません。この意味から本大会の成果によせる全国の期待は大きいものであり

ます故、日頃の実力を十分発揮されんことを祈つて止みませス.

終りに本大会開催のために日夜ご尽力を賜つた地元関係者各位のご協力に対 Ц 深書の劇意を表します。

ー

S・ ´
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挨 拶

日本教賊員パドミントン連盟

会長 栗  本  義  彦

待望の第 5回大会力ヽ L海道の関係各位の絶大なる御努力

に■

'こ
にゝ準備全く成り多数会員の参加のもとに盛大に

開会されましたことはまことに同慶の至りであり、種 御々

配慮をいた いヽた関係各位IC深甚の敬意と感謝を致す次第

であり
=す
。

スボーツの振興は国民あげての関′亡絆事となり、近時叫ば

れている国民体力づ〈りの根幹もスボーンの振興をおいて

は他にないと云われる状態であります。

而してその振興の大きな要素は何と云つても立派な指導

者の多数出現すること以外にないのであります。幸いにし

てこの大会は全国の指導的地位にある諸君の相会するものであり、この競技に対する深い理解と優れ

た技術を一堂に出し合つて行たわれる大会であります。

今や日本のパドミントンは世界のハイクラスであり、この大会の成果は明日の日本パドミントン界

の前進に大きた意味をもつものであります。参加の諸君はこのことに思いを致され、 日頃精進せられ

たる実力を充分に発揮され、敢斗の範を垂れるよう期侍して止みません。▼
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大 会 の 成 功 を 祈 る

北海道知事 町 村 金 五

第 5回全日本教職員パ ドミントン選手権大会が札幌

市で開催されるに当たつて、全国各地から参集された

選手ならびに関係各位に、心から歓迎の意を表 しiす。

近年パ ト・ミン トンの普及は、めざましいものがあり、

今や家庭に、職場に、学校に普及 し、老若男女を問わ

ず広い階層に愛好されておりますことは、国民の体力

づ くりという見地からもご同慶にたぇません。

日本のパ ト・ミン トン技術力、 世界の水準を、抜いて

■夕■十ことは、今年 5月、ニユージー ランドで行を

われた女子世界パ ドミン トン選手権大会にかける日本

女子チームの優勝に よつても立証されたところであり

ます。

私どもは、日本女子チームの優勝という壮挙に大た感動を受け、祝福の拍手をおくつたところであ

り■十力、 この成果は決して一朝にしてをし得たものではなく、ひとえに選手をはじめ、関係各位の
たゆみないご努力とご労苦のた■ものにはかなりません。この機会に深く敬意を表 しま十。

一方、この壮挙によつて、パ ト・ミントン界にかける国民の期待がいつそう高まり、優秀な選手の養

成と今後の訓際には、ひとしお責任の重さが加わつたことと存じますが、この意味では本大会の開催

は■ことに時を得た意義深いものがあり、本大会の成功を心から期待してやみません。

支 笏 洞 爺 国 立 公 園 SHIЮTw押 ∝ A MTI(N肛 鳳 Ж

雄大を風光を誇る支笏湖、明るい洞爺湖、原始の姿をとどめる´ツタラ湖、ォコ′ンペ湖。これら

の火山性 カルデラ湖を、昭和 18年～ 20年、畑地に奇跡的に突起した昭和新山や、いまたか噴煙の

絶えない構前山、思庭岳、有珠岳など、変化に富む火山がとりまいている。また登男|ム 洞爺、定山渓、

カルルス、北湯沢などの温泉郷が散在し、山と湖 と温泉に恵まれた北海道の代表的な国立公園である。
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歓 迎 の こ とば

札幌市長  原 田 与 作

第 5回 全日本教吸員バピミン トン大会が本市において開催され

ますことを′しヽから歓迎いた します。

′` 卜・ミントンは戦後はじめてゎが国に紹介 されたグームあるよう

に承知 していますが、今 日の普及状況
"よ
び隆品を招来 したのは、

このケームがわが国民性に適 していたということもぁりましよう

が、それにもまして関係各位のなみなみたらぬご苦労の賜と深〈

敬意を表する次第であり=す。
本市 も1972年 には冬期オ リン

ピツクを開催いたすべ〈全市民挙げて準備中でありますが、スポ

ーツの世界は
'こ
そ清潔である明朗であり、公正であり、美と力V

V

14oれて,るか らであ ります。殊にバ ト・ミン トンは優雅さを備えて
'り 、
老若男女 を問わず、容易にたの

しめるメボーツであると承わつて
'り
ます。

参加の皆さんは、 日本のスボーッを指導する立場のかたと承ゎつてかり■す。何卒堂々悔いのないゲーム

を展開されると共に盛会裡に終始されますよぅ祈念いたし歓迎のことばといたします。

阿 寒 目 立 公 ロ

阿寒の魅力はスケールの大きいすぐれた原始美にある。山そして減。それをとり■(原始樹海が千古の
姿のま■で残され、 しかもそれらが自然の調和の中に展開されている景観は、他に比類がな|、 観光を目
的で北海道を訪れる人々の多くが、阿寒をスケジユールに組み込むのも、その自然美にあるといつてよい。
都合のよいことに、阿寒は北海道でもかなり奥地の方にあるにもかかわらず、道路は早〈から開けて、
交通の便がょレ、 釧路からも、帯広からも.北見・美幌方面からでもはいるコースがぁつて.全地帯を〈
またく探勝することができる。最もボピユラーをコースは阿寒湖畔―摩周湖コースに.美暢峠越えを組み
合わせたルートである。 1～ 2泊するなら阿寒湖時、弟子層t川湯、和琴などの温泉がいたるところにあ
るので、旅の疲れを應すにも便利である。

申鏑「節
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歓 迎 の こ とば

北海道パ ドミン トン協会

会 長  地  崎 宇二 郎

我が国パドミントン界も先日の女子ユーバー杯獲得で立証した如く今や世界のトツプグループの一員で
あり、それだけに又今後の我国パ・`ミントン界にかけられる期待も責任も極めて大きいものと思ゎねばな
り■せ亀 後に続〈優秀を選手が、皆様万教職にあられる方々のぁたたかと、厳しいご指導により、続々
と輩出されることが必要なのであります。男子 トマス杯を獲得することも今の日本にとつては遠い夢では
ないでありましよう。何卒存分に日頃練磨され

'し
たる技籠を発揮され、予期以上の成果を挙げられます

と共に、 より優秀な後輩を産み出すべ て種々の研修をつまれ、この度の大会が、日本のパ ドミントン界の
発展のためにも、大きた礎となられます事を心から念願いたして'り ます。本道は御承知の如く、 1972年冬季オリンピツク開催地として決定Ц 既にその準備段階に入つて,
ります。 しかも札幌市Lその中心とをり、皆様方の宿舎からも、新装たつた会場札幌市体育館からも、オリンピレクが開催される山 が々一望されZ訳でございます。何卒近郊に、又真部までもご旅程を延ばされ、本道に対する認識を一段と深めらコヽ雄大にして美しい本道の景観に戦慶を流され、有意義な大会に又忘れ難い思い出を添えて頂け菫すたらば望外の幸と存じます。
一言ご挨拶申しあげ.欽迎のことばといたし,す。

第五回全日本教職員パ ドミン トン大会が北海道に,いて開催さ
れる運びとなりましたことは、本道パ ドミン トン界の発展にとり
まして、まことに喜こばしいことと存 じて,り ます。特に次代の
日本を背負つて立つ青少年の指導 という立場に,られる教職員の
方々に全国か ら集つて頂き、単に技価の競い合いのみならず、体

育指導者 としての理論、実技の研修 という任務を当地に'い
て果

されることli、 他の大会 とは又別の重大を意義のあることと考え、
大会を成功理に取 夕運ぶために、私共は関係諸機関 との密なる関

連の もと。準備万端を取 り進めて参 りましヽ)しかし、遠来の皆
様を'迎え

するのに、至 らぬ点 も多 〈あろうか と存 じます。何卒
その任に当たつた委員の方々の日夜分かたぬ怒力に免 じて御寛容

願えれば幸と存 じ■11,

大 ● ・ ■ 長 野 ・ 芦 別

大雪山国立公園は、道内の最高峰旭岳 (2,290メ ー トル )を中心とする大雪火山群、南に連なる十勝
火山群、水成岩からなる石狩連峰、然別トロイデ火山群などを含む総面積25万ヘク′―ル、ゎが国最大
世界屈指の一大山岳公園である。 20い くつもの峰々が連なる雄大きは.北海道の屋根と形容されており、
その山腹は

"蒼
と茂る日の光りも知らぬ針葉樹卜に''われて

いる。また銀自に光る残雪を背景に、日の
さめるようなわ花畑が点在していん ことにトムラウシ山はアイヌ語で′ク宅の多いところ″という意味で、
日本第一の高山植物の宝庫として知られる。

V
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挨    拶
北海道教職員パドミントン連盟

会 長  西  野  金  助

皆様.全国各地よりはるばるようこそ'い
て下さい■した。

第 5回全日本教政員パドミントン大会が当地で開催されること

に決定して以来ヽ関係者一同誠意をつくして準備に当つて参りま

したが.何せ今春開催地変更という突然のことでもあり、至らな

ない点が多々あろ うかと'そ
れて,り ます。 この点につきtして

は。ゎれゎれの意のあるところを'吸
みとり頂き、何卒御醸怒賜

夕たレ、と存じtす。

しかし競技面では新設したばかりの札幌市体育館ですので.平

褻鍛されました技備を存分に発揮し.充実したグームが展開されますことを期待しでめる次第でござい■

ち

恰も本年は日本女子チームがユーパー杯を獲得し、世界パドミントンのラ
=の
座を占めた年でもあり、

この時に当つて日本バドミントン界のリーダーたる皆様方にふさわしい活目をたさい■すよう心から御健

闘を祈念し欽迎

…

と致します。

知 床 目 立 公 ロ

日本の最北端に突き出た半島、知床が国立公園に指定されたのは59年 6月 であれ)西に オホーツク
の荒海をひかえ。東側は根室海峡をへだてて国後島に対して'り、海岸線約

100キ ロは大半が断がいと
なつて青黒い海にそそり立つていム)その荒けず夕の自然は。まさに秘境というにふさゎし〈.文明社会
に疲れた人々をひきつけずには'か

なし■,

原始境の知床は鳥とけものの楽園で.ウ ミウ、ウミネコ、ケイマフリ.イ ワツパメたど数万羽の海鳥が
絶壁に巣をかまえて。乱舞して'り .海にはイ

ルカ、アプラン、 トドなどの海獣がわがもの顔に泳ぎ回つ
ている。

山には トドマツ、 エノマツ、 ミズナラ、 カツラなど約 7万ヘク′―ルの天然林が,■とん ど手つかずにあ
る。 ■た高山植物も豊富で、各所に

'花
畑がひろがり、夏にはかれんな花を咲かせる。
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世界女子パ ド トン選手権大会

口ヽ′

V

ュー´―‐カツノ争奪女子世界選手権大会はH・ S・ ユーパー女子 (1935年 および 1957年 、
1958年 の全英女子′‐ブルス選手権保持者であり、その他数々の国際試合に活躍 した世界的女子パト'
ミントン・プレーキー)に よつて提案されたもので、 1956年 を第 1回めとして、 3年ごとに開催さ
れることになつている。

大会の方法は、アジア、ヨーロツパ、アメリカ、ォーストラレジアの4つのノーンにわかれて、それ

ぞれのノーンで予選会を行ない、各ノーンの代表チームで決勝戦が行なわれ、その優勝チームが前回の

選手権保持コのチームに挑戦することになつている。

試合方法は、ダブルス 2組、シングルス 5名が出場 し計 7試合を行ない、勝点の多いチームが勝者と

なる。即ちダブルスの試合は、両チームηLl、 L2同志が対戦 し、続いてh」 と相手q鼈 2と がそれ
ぞれ対戦してダブルスで計 4試合を行なう。また、シングルスは、両チームq肛 1、 Nα 2、 Nα 3同志が

それぞれ対戦してシングルスで計 3試合を行なうことになつている。

第 1回世界女子選手権大会は、 1956年 から予選会が行なわれ、翌 57年ィンド(アジア・ゾーン

■3長 )、 デンマータ (ヨ ーロツパ・ノーン代表 )、 アメリカ (アメリカ・ノーンf鬱長)、 ニユージーラ

ンド(ォ ーストラレジア・ノーン代表、 1927年協会設立 )の各 ノーン代表チームによつて決勝戦が
行なわれたが (ニ ユージーランドは本大会に秦権 )、 アメリカがインド、デンマークを破り、栄えある

ユーバー・カツプを獲得 した。

続く第 2回、第 3回大会にわいても、アメリカは再度挑戦者をしりぞけ、第 1回大会以来連続ユーバ

ー・カツノを保持していたが 1966年 5月 2,日 、日本女子チームがニユージーランドに於て優勝し
世界選手権を獲得 した。
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第四 世界女子バ ドミントン選手権大会
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種   目

過 去 の 成 績

位

´ ヽ

一 般 男 子 単

一 般 男 子 複

一 般 女 子 単

一 般 女 子 複
30才 男 子 単
30才 男 子 複
4o才 男 子 単
40才 男 子 複
混  合  複

岸川1 礼子

沢田 昭臣

今井  先
岸
"| 
ネL子

大世古吉弘

江尻 桂三
江口  静
安田 知子
柳籠 直規
柳田 直規
今井  先

位

茂藤  寛

堀  隆子

(平田登志郎)

北方

北方

安田

江
"|太郷

本郷

伊藤

伊藤

小泉

匡

匡

知子

静

節生

節生

基記

基記

伸坦 坂本 正樹  江口  静

V

三宅  勝
森田 桂示

・

明正崎西
淋
漱
亮
　
・雄

窃
窃
谷
　
岬

第

回

鈴木 蔵司
大世古吉弘

柏原千息子

大島 信子
本郷 節生
本郷 節生
山上 周之
上田 敬次
新井 為治

新井 為治
市川 元晴

西崎 正明

藤江  稔  植松 忠裕

遠井 稔男  池間 祥子

平田登志郎

古

毛利

毛利

森

志

志
子

清

清

矩

片岡 輝明

永井佐賀恵

沢田 昭臣

関田 博英

岡田 博英
永井佐賀恵

岡田 三郎

森  矩子

杉田

池間

江ロ

脇坂

大窪

上田

岡村 英男  諸田みや子

酒井 明夫
北方  匡
小勝 紀子

小勝 紀子
小泉 伸坦
平田登志郎

河原山晴夫

武井 祥子

小泉 伸坦

遠井 稔男  武井 祥子

渡部 紘一
大世古吉弘

天野 博江
諸田みやこ

本郷 簡生

本郷 節生

野呂  巽
長谷川 衛
浅田 一男

善雄

洋子

昭臣

南

小泉

沢田

一 般 男 子 単

一 般 男 子複

一 般 女 子 単

一 般 女 子 複

50才 男子 単
30才 男 子 複
40才 男 子 単
40才 男 子 複
50才 男 子 単
50才 男 子 複

混  合  複

一 般男 子 単

一 般 男 子 複

一 般 女 子 単

一 般 女 子 複
30才 男 子 単
30才 男 子 複
40才 男 子 単
40才 男 子 複
50才 男子 単
50才 男 子 複
混  合  被

杉田  博
北方  匡
諸田みや子

調田みや こ

毛利 清志
毛利 清志
伊藤 基記
伊藤 基記
今井  先
伊沢 三郎
鈴木 祐司

河原山晴夫

柏原千恵子

山上 周之

今井  先

今井  先
諸田みやこ

第

　
　
一
一　
　
回

第
　
　
一二
　
　
回

永井

渡部

高木

高木

毛利

毛利

伊藤

伊藤

今井

伊沢

佐藤

司

紘一

紀子

紀子

清志

浦志

基記

基記

先

三郎

弘次

永井

天野

山上

山上

今井

小勝

司

博江

周之

周之

先

紀子

脇坂

本
`郎

布引

谷

今井

今井

国井

安隆

節生

修二

亮

先

先

裕

沢田

石谷

浅田

天野

昭臣

裕忠

―雄

博江

河原山晴夫

北方  匡
北方  匡
天野 博江

鈴木

天野

脇坂

布引

伊藤

高木

裕司

博江

安窪

修二

渡部 紘一
杉田  博
高木 紀子
高木 紀子

歯菫言己

紀子

市嶋智二郎

尾藤 宏治

裕司

裕司

基記

基記

基記

木

木

藤

藤

藤

鈴

鈴

伊

伊

伊

第
　
　
四
　
　
回

一 般 男 子 単

一 般 男子 複

一 般 女 子 単

一 般女 子 複

30才 男 子 単
30才 男 子 複
40才 男 子 単
40才 男 子 複
50才 男 子 単
50才 男 子 複

混  合  複
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大 会 次 第

I開 会 式(1966年 8月 9日
1. フアンフアーン吹奏
2 役員,選手入場
ま 開 式 の 辞
4君 ケ 代 斉 唱

'開
会 宣 言

`優
勝 杯 返 還

lC
ll.

12
,ユ

8:30 、 111)
札幌商業高等学校 プラスバン ド部

大会副委員長  平 田 登志郎
~  
需 野 金奇

rt鱚曇́ス
:撃量‐子乙菫阜ラングルス

助

杉 田
伊 沢
小 宮
平 田

奈良岡
西 野

ントン連盟会長
長     西 野
員 長   奈良岡

県
県
舷 一

博・鈴木裕一組
裕 一

金

山
阜
部
　
木
田

岡
岐
渡
杉
鈴

ヽ_

閉 会 式 (1966年 8月 11日
役員選手整列

30才以上男子ダブルス   鈴木裕―・脇坂安隆組
40才以上男子シングルス  伊 藤  基
40才以上男子ダブルス   伊藤 基・布引修二組
50才以上男子シングルス  伊 藤  基
50才以上男子グブルス   伊藤 基・市場智三郎組
一般女子シングルス     高 木 紀 子
一般女子ダブルス      高木紀子・天野博江組
混合ダブルス        尾藤宏治・高木紀子組
日本教職員パ ドミン トン連盟会長  栗 本 義 彦
北 海 道 知 事   町 村 金 五
札 幌 市 長    原 田 与 作

北滑看贅耳で91晏協会々長 地 崎 宇三郎
選 手 代 表
競 技 委 員 長
審  判  長
大 会 副 委 員 長

5:00 Bm)

｀中′

へ
一ア

拶
辞

辞の迎

検
祝
　
観

７
ａ
　
，

誓
意
意
辞

注
注

宣
の
の
の

Ｆ
上
長
ミ

〓
技
判

ラ

選
競
審
閉

ド
会
委

員
副
副

職教
会
会

本日
大
大

員

表
挨
閉
閉
役

８

５

Ｍ

Ｍ

Ａ

Ｐ

月
競
８
競
閉

良
郎
宏
郎志

茂
三
淳
登

I
■

２

‘

４

５

‘

Ｚ

ａ

開 式 の
成 績 発

辞
表
彰
拶
言
辞

三
二
健
泉

長
長

員
員

委
委
副
副

会
技

大
競

栗 本 義 彦
助

三健

会 宣
式 の
選手退場

大  会  日  程 V

オー 日

オニ日

オ三日

8月  9日 (火 )
開 会 式
競   技
8月 10日 (水 )
技
11日 (木 )
技
会 式

５

５

Ｍ

Ｍ

Ａ

Ａ

A. M 8:30

注 意 事 項

■ 競技場内では禁煙,脱帽し 静粛にして下さし、,
2 観覧者は役員席,選手席等、指定された場所以外は絶対に出入りしないて下さい。
ま 会場内は清潔にして紙層などは所定の場所へわ捨て下さい。
4 会場内においては役員の指示をお守夕下さレ、,
5 7ア インプレーには拍手をもつてし、拍手以外の応後は慎んで下さし、ぅ

` 
フラツシユを用いての写真撮影は堅くわ断り致します。
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大 会 役 員

五
作

敏

一
彦
敏

郎
郎

実

雄

助

三

金

与

弘

喜

義

兼

四
字

　

好

金

村

田

田

日

本

田

岡

崎

木

島

野

本

町

原
本

有

栗

広

村

地

二

中

西

北 海 道 知事

札 幌 市 長

日本 パ ドミン トン 協 会 長

文 部 大 臣

日本 教 職 員 パ ドミン トン連 盟 会 長

日本 パ ド ミン トン協 会 副 会 長

日本 パ ド ミン トン協 会 副会 長

北 海 道 パ ド ミン トン協 会 長

北 海 道教 育長

札 幌 市 教 育長

北海 道 教 職 員 パ ドミン トン連 盟 会 長

名 誉 会 長

名 誉 顧 問

大  会  長
大 会 副 会 長

顧   問

治
夫

郎

一
郎

門

夫

平
孝

門
市

郎

雄
策

雄

一
彦

平

雄

雄

一
郎

郎

昇

郎

薫
寿
争

俊

は
節

正

藤

義
柿

　

一
一
俊

　

節
栄

信

暁
行

正
勇

司
妖

　

朔

忠
　
　
　
　
善

橋
上

戸
渡

郷
島

濶

森

藤

本
立

井

木
　

月

崎

藤

中
木

嶋

田
井

塚

田
村

ク

高
石

錦
石
須
小
佐
金

加
岡

原
藤
古
東
望
勇
伊

田
露
萱

原
藤

大
窪

辻

一
美
敬

雄
勉
郎

貢

三
二
衛

雄
子
長
蔵

保
男

夫
浩
郎

三
勲
浩

二
子

作

末

親
　
道
　

〓
一
　

良
　
与
辰
庄
広
浪

久
孝

升
　
喜
孝
　
　
博
美
豊

口
野
橋
井
　
関
紫

倉

藤
畑

野
交
丸
　
橋
内

釜

西
木
川
末
米

田
井

詰

可

山

宇

高

今
靭

小

小

朝

後

川

天

入
鶴

橋

松

小

穴

安
津

内
青

多
舞

藤

日

武 光

斎

芳太郎

喜一郎

文 雄

喜代治

夫
衛

一

一

一
薫

雄
国

郵

平

瑯

良
樹

昇

男
平

男

孝

敵

毅
治

司

貞

篤

喜

清

喬

　

正

照
荘

文

藤

斉

一
　

一
忠

一
政

　

　

　

直

井

藤

田

中

日

野

野
村

部

上

尾

俊

田

田

中

槻

屋

　

原

井

藤

付

井

鶴

野

崎

浦

田

保

三

斎

久

田

山

浅

日

中

矢

井

中

成

竹

大

田
大

角

森

小

桜

近

石

乙

竹

佐

淵

草

小

雄
夫
夫

寿

郵
政

修

泰

榔

忠
健

海

二

・郎
道

趨

一
吉

則

郵
策

蔵
吉

明

大

蔵
夫
劃

郵

秀

陸

哲

正

徳
光

　

篤

新
　

　

道

卓
卯

元
吉

愛

松

正
得

豊

富

一
慶

泰

松
勝

為

昭

村

野
飼

下
葉

村

賀

田
原
崎

村

田
下
滝

上

原

上
橋

田
林

田
村

原

茂

田

水
石

本

屋

川

西
犬

松
松

田
額

福

場
岡

中
鎌

山
大

村
萩

村

高

吉

小

冨

中
小
志

池

責
自
山

大

畑

子
郎

滋
郵
吉

郎

菊

嗣

七

二

五
雄
昭

七
寛

畑

雄

博

畑

夫

武

三
畑

穣

雄
治

雄

郵

光

昭

五
　

源

藤

十
吉

治
紋

一
八
俊

興
次

　

富

忠

正
竹

和
　

昭

伝

　

重

徳
孝

甚

井
利

井

沢
山
橋

川

田
林

鬼

木

河
　
銘

島

沼
林

藤
菅

内

川
永

上
村

田

野

田

塚
山

石
毛
村

米

自
松

市

和

中

九
茂

市

森

有

小
菅

小
斉

小

比
山

冨
川

吉

池

杉
碧

城
福

郎

介

三

芳

良

俊

藤

口

尾

伊

山

瀬

夫

郷

男

出日

典

一

口
沼

比

山

長

日

(順序不同 )
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参   与

郎

一

保

房

充

弘

雄

士

雄

建

新

悟

隆

　

隆

弘

修

成

正

忠

正

部

村

藤

垣

本

山

辺

原

光

山

田

阿

木

佐

板

松

丸

渡

上

倉

亀

富

男

作

龍

郎

郎

夫

要

致

孝

寛

志

雄

武

淑

新

　

三

猷

重

　

　

一
　

弘

朝

者

田

淵

沢

藤

橋

脇

林

井

沢

嶋

本

武

内

川

伊

斉

高

西

小

藤

平

中

山

南

仁

蔵

茂

信

宏

一
郎

夫

幸

久

善

淳

敏

次

　

　

　

　

・

滝

　

正

淳

栄

万

三

敏

昌

宣

浦

藤

町

木

嵐

宮

飼

木

藤

島

橋

嵐

村

山

斉

出

鈴

五

小

小

並

加

荒

高

五

木

横

吉

弘

露

正

夫

一
甫

司

次

章

寿

佐

　

耕

　

保

昭

　

健

彦

則

田

瀬

村

坂

田

林

川

竹

本

岡

田

吉

広

大

早

増

中

塩

大

榎

村

和

夫

三

敬

夫

光

建

厳

満

熊

宣

志

市

筒

照

喜

隆

義

安

　

　

　

博

泰

寛

藤

沢

橋

木

沢

藤

　

合

崎

田

見

村

々

斉

柳

高

佐

国

内

関

河

宮

植

新

仲

吉

男

郎

一
作

庸

嗣

二

治

雄

勝

久

太

正

三

芳

清

良

　

光

軍

由

幸

　

喜

村

藤

田

馬

田

手

沢

田

井

原

田

山

岡

斉

怨

相

頬

玉

藤

千

岩

石

稲

丸

三

明

郎

雄

二

夫

蕉

郎

晴

市

彦

新

五

賢

敏

哲

忠

修

重

寿

小

正

角

邦

田

川

藤

木

引

橋

島

多

脇

本

本

田

角

荒

中

鈴

布

高

中

内

官

橋

山

福

V
徳 兵 衛

規  義

大  秋

登 志 郎

大 会 委 員 長

大 会 副委 員 長

大 会 役 員

日本 パ ド ミン トン

北 海 道 パ ドミン ト

北 海 道 教 職員 パ ド

北 海 道 学 生 パ ド ミ

日本教 職 員 パ ドミ

協 会 長    森  友
ン 協 会 劇 会 長

奈 良 岡

小  林
ミン トン連 盟 副会 長

桝  谷
ン トン連 盟 会 長

山  田
ン トン連 盟 理 事 長

平  田

ヽ ´

三

治二

健

頭

郎

郎

仁

一

先

志

寿

幸

男

平

豊

治

彦

史

一
豊

　

信

　

清

　

勝

和

真

　

豊

康

一

江

木

宅

元

井

利

田

橋

川

野

田

　

瀬

住

々

横

佐

三

秋

今

毛

和

高

及

字

上

北

滝

山

雄

介

人

市

記

治

彦

英

三

幸

州

悦

幸

治

未

俊

一
昇

基

正

邦

忠

正

納

豊

念

勝

健

村

田

元

端

藤

倉

本

方

　

林

山

前

利

中

武

升

川

伊

高

山

二

森

小

神

堂

毛

東

七

郎

一
仁

郎

一

一

二

三

男

雄

匡

満

文

一
　

　

　

一二

豊

耕

政

　

智

修

正

益

泉

一
良

　

　

博

慈

村

橋

井

嶋

田

田

井

野

原

口

矢

中

村

久

大

高

石

市

吹

権

増

西

笠

樋

山

畑

益

V
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V

総 務 委 員 長

総務 副委 員長

総 務 部 長

庶務 係 主任

財務 係 主任

式典係 主任

褒賞 係 主任

受付接待係主任

宿舎交通係主任

競 技 委 員 長

競技 副委 員長

シヤトル係主任

放送係 主任

記 録 部 長

記録 係 主任

報道 係 主任

会 場 部 長

施設係 主任

警備 係 主任

救護 係

練習会場係主任

審  判  長

副 審 判 長

副 審 判 長

競 技 役 員

北海道パ ドミントン協会理事長

北海道教職員パ ドミントン連盟理事長

北海道パドミントン協会総務委員長

北海道パドミントン協会財務委員長

神 山 豊 州
西 村 幸 衛

長谷ヵl 行 男  カロ賀谷 裕 一
早 りll 美恵子

佐 藤 美 枝 水 上 キミ子

吉 田 伯 子

阿知良 博 子

小 富 淳 宏

藤 井 一 孝

小 飼 栄 一

博

三

男

平

正

正

和

真

田

　

川

野

内

森

及

宇

史

幸

義

一
朗

一
明

子

一
則

一
　

宣

竜

稔

雄

　

泰

寿

寿

住

田

嵐

田

田

原

井

田

藤

藤

十

山
増

五
山
太

河
渋
村
佐
遠

志

　

夫
子

博
　

善

栄

田
　

藤

ロ

菊

　

伊
瀬

寛
吉
勝
夫

三
子

子

夫

志
子

博

亜

也
治

裕
久

徳
代

和

夫

み

豊

哲

富
義

善

貞
弘

と
　

盛

哲

健

啓
義

興
幸

元

昭

沢

間
田
村
地

所

中
嶋

日

本
部

村

　

沢

居

石
達
藤

中

平
北
本
飯
中
菊

間
島

中
央
精

山

中
東

平

桜
大

安
伊

田

田 辺 孝 子

中 尾 純 子 吉 田 しつ子

福 田 由美子  り|1 村 民 代

日本パ ドミントン協会常務理事

北海道バ ドミントン協会日曜事長

北海道パ ドミントン協会記録委員長

日本教職員パドミントン連盟常務理事

宮 永 一 義

日本パドミントン協会常務理事

日本パドミントン協会一級公認審判員

北海道′ヾドミントン協会審判委員長

日本パドミントン協会一般公認審判員
北海道パドミントン協会選手強化本部長

日本パドミントン協会一般公認審判員

郎

三
幸

樹

恵

三
泉
敏

正

静
沢

野
島

本

川

伊

西
荒

坂

古

長
長
任

部
部
主

口
田

え
ヽ

技
技
御

競
競
進

山 本 俊 二

田 中 京 子

相 馬 鈴 子

佐 藤 孝 子  木 崎 まち子  福 井 まさ子

今 井 恵 子

杉 浦  ′
"

寺 山 順 子
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■

´
樹

郎

繁

昭

山
崎

青

岩

・

）

田 中 荘三郎  笠 原 一 男  小 林 純 幸
神 山 豊 州

三

寛

泉野

沢

西

平

寛

勝

久昌

時

間

橋

宮

本

高

昭
人
仁
一

取

元
宅

名

升

三

義

豊

満

一永

上

中

富

三

畑

作
淳

武

惣

清
田
村
福
木

南

幸

史

章

敏

一

島

住

石

荒

山

大

主 審 部 長

主 審 副 部 長

一級公認審判員

奈良岡 健 三
及 り|1和 男
二級公認審判員

三級公認審判員

勲
行

幸

吉

徳

夫

男

和
夫

昭
進
樹
雄

二
仁

生

夫
雄

秀

男
久

子

子

つ
代

公

　

豊

智
昭

国

正
幹

勝
　
直

昭
礼
　

康

武
朝

勝

恭
義

玲
泰

む
民

藻

　

田
　

島

中

内

田
野

田
浦

館
藤

　

路
橋

田
本

田
川

居

田
田
手
村

蛭

林
増

北

福
田
大

川

高
福
辻

中

佐
菅
有

村

中

山

浜

コ
桜

鎌

村

井
川

茂

支

衛

志
明
雄

正
和
吾

洋

優

彦
忠
孝

二
元
弘

威
宏

男

夫
生

子
子

子

昌
幸

弘
　

辰

康

宏

省
憲

　
書

　
　

俊
義

明

利

　

哲

哲

昭
英
活

鈴

村

田
村
嶋

井
　

見
沢

浦

々
薇
島

酬
岡
本

田
　

向

野
杉

田
部

指
庭

馬

梅

武

西
中

渋
島

新

岡

三
百
五
中

土
花
山
多

岡

小
浦

小

飯

岡

金
桜
相

治

豊

善

明

夫

裕

照

三

雄

豊

夫

見

一
夫

誠

保

男

夫

一
久

吉

春

子

子

子

士

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

っ

美

健

　

宣

忠

貞

啓

好

昇

富

　

患

博

慎

光

　

正

勝

克

誠

森

幸

千

綾

レ

由‐

田

機

都

中

沢

置

原

居

川

部

藤

野

島

川

西

村

木

川

山

谷

川

山

田

田

東

上

五

服

島

平

玉

小

上

野

阿

伊

河

富

石

小

西

大

井

長

紙

十

横

吉

福

政
宏

英
善

富
　
悠
憲

岩
利
勝
　
俊
直

英
彰
義

　
　
　
純
和
京

■

本
谷
橋

本
羽
藤
村
浦
沼
沢
崎
　
本

田
原
本
出

藤

野
田
浦
嵐

尾
浦
中
崎

橋
島

高
松
出
伊
中
杉
大

金
富
管
福
菊
荏
村
北
佐

星
早
大

五
中

三
田
木

博

勲

一
治

似
夫

光
佛

輔

一
次

明
之

富

一
治

一
也

雄

護

忠

勝
子
枝

子

好

長

長

,‐

口ヽ′

う、

之

之

皓

俊

山

山

奥

横

部

部
員

」
昌
‐

審

審
審

線

線
線

志

一
幸

夫

夫
夫

昭
憲

誠

司
男

隆
喜

信
治
隆

正
　
　

　

祥

正

森
島

口
室

藤
浅

旦
川

田
山

地

藤
児
谷
小

斉

湯
中
薇

杉

平

大

志

順

敏

治

郎

豊

一
二

一
次

好

‐
四
　
　
　
‐
　

・

隆

正

　

忠

貴

　

勇

孝

憲

雄

勝

野

藤

内

本

川

田

田

島

留

原

田

菅

伊

相

名

細

飯

神

小

大

菅

亀

斉

久

徹

隆

行

明

夫

昇

夫
実

薫

幸

　

　

雅

徳

敏

　

保

柳

津

木

川

藤

野

瀬

重

田

上

木

々
　

　

多

小

大

佐

中

遠

波

成

蔵

杉

三

青

徹
健

司
信

平
行

一
良

治

治

広

順
秀
良

保

順
　

洋

隆

和

部

川

田
森

羽

間

田
藤

上
瀬

浦

谷

矢

長

前

藤

出

出

山

伊

三

成

三

0ト
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一
る
利

和

樹

司

彰

久

一
勉

わ

和

幸

と

光

晴

直

敬

則

雅

誠

野

藤

木

泉

西

地

原

岸

佐

藤

田

今

伊

佐

小

葛

菊

有

松

由

遠

永

義

夫
夫
忠

二
郎

忠

司

一
郎

洋

一
二
則
亜
渾

三
助

男
世

二
子
子
子

子

尚

貞

睦
克

昭
昭
　
憲
賢

八
　
雄
淳
寿
盛
　

曜
俊
末
修
哲
義
幸

雅
伯

田

西
間
越
倉
崎

上
弘
川

田
田
原
藤
藤
部

尾
山
原

村

田
司
池
森
原

田

石
中

佐
谷
熊
岩
皆

徳
布
前
前

河
斉
遠
山

松
松
笹

奥
堀
庄
菊

高
笠
吉



一
隆

司
雄
修
之

博

治

男

夫
夫

子

残

子

子

鮮

子
子
緑

信
　

賢
幹
　

俊

和
清
敏

澄

睦
敏

す

康

陽
真

正
礼

子

子

子

子

代

子

子

子

子

ョ

子

子

枝

子

美

枝

知

　

　

　

　

　

　

　

栄

富

美

美

純

雅

節

房

孝

孝

キ

千

澄

静

映

料

・ 志
均

』
は

・ 雄

・ 裕

」
は

」
「

着
特
替

一

緒

け

一

け
藝

一”
”

新

析

”

［

｝

蒔

舞

』

一

時

”

田
大

田
中

藤
野

桐
屋

一方
本
宅

村

浦

上

西

川

沢
嶽

腰

原
水

本

川

田
尾

田
原

畑

田
谷

　

　

藤

沢

宮

干

田
遠
小

片

古

今
橋

三
中

谷
井

大

江

米

舞
堂
菅

清

城

磯

水

中

松

扇
川

山
室

堀

庵
佐

幸

美

郎
修

和
茂

隆
秋

伝

生

三
子
美

子

子

恵
子

美

り
美

子

俊
晴

正
　

敏
　

　

清

　
幸

雄

フ
里
京

町
治

紀

秀

か
広

寿

藤

浦

藤

山

淵

田

藤

井

村

甲

村

水

田

川

田

野

藤

岡

川

永

橋

木

村

原

谷

田

岡

田

藤

島

野

野

巻

々

佐

谷
佐

楠

若
沢

加
向
木

飯
川

清
高

小

山

西
佐

山
吉

藤
高

佐
中

平

新

永

　

山
斉

福

東

清

酒
名

代子

由

佳

敏 子

衣

浜

未

島

部

家

沢

用

本

田

田

川

内

間

藤

田

見

家

藤

田

目

藤

谷

内

村

田

藤

野

井

日

本

川

田

序
●
　

　

　

　

”

¨

坂

新

鈴

北

阿
類

和

宮

岡

藤

内

自

大

本

佐

矢

永

氏

佐

刈

肥

斉

荒

小

北

具

斉

水

大

花

山

吉

矢

一
雄

忠

昇

文
洋

雄

信

次

憲

人

美

子

子

子

子

子

子

み

子

子

子

子

子

江

美

子

子

子

美

子

子

子

子

陽

宗

　

　

政

　

章

鉄

信

敏

秀

広

勤

啓

狩

蜘
一
違

っ

“

孝

¨
『
明

帥

慶

¨

恵

摯

膵

循

清

幸

純

松

悦

藤

藤

谷

下

　

　

野
蔀

藤

林

井

本

藤

藤

嶋

木

藤

野

藤

樫

杉

　

野

下

島

山

田

野

村

藤

間

山

口

田

重

斉

佐

八

堂

東

林

紺

阿

佐

小

土

山

斉

加

矢

柏

加
中

佐

八

上

堀

平

坂

中

平

窪

浅

中

佐

本

丸

谷

吉

明
明

一
義

男
樹

義
雄

夫
夫

雄
章

子

子

紀

校

子

子

美

江
子

子

子

子

子

子

子

美

　
　
　
　

津

　

恵

　

美

恵
美

理
嘉

准
守
次
直

都
俊

一
忠
幹
　

美

博

美

富

恵
節
裕

静
美

恵

千
斉

恵
千

笑

野
崎

山

木

上

野

通

寺

村

越

瀬

中

嵐

内

木

崎

嵐

岡

森

田

井

田

町

上

川

原

　

藤

藤

神

島

伯

田

沢

野

　

　

　

　

十

　

　

　

十

丹

山

岩

鈴

野
紺

高

小

中

水

広

田

五
鹿

鈴

岡

五

西

藤

池

松

成

出

村

松

栗

高

斉

青

小

広

佐

池

来

V

工しえ

美由紀

扶美子

愛 子
美智子

真理子

千保子

静 子

志登美

息

子

子

子

子

子

子

な

静
孝

み
俊
降

富

礼 以上

ヽ
"″

1972年 札幌オリンピック冬季大会を成功させよう″
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第 1 日

':50～
11:50

11:30～ 13:50

13:30～ 15:30

15:30～ 1,:30

MT l

■ T `

MT10

MT12

MT 2

MT 7

MTll

MT13

MT 3

MT 8

MT 4

MT '

NT 5

LT

LT

LT l

LT 2

LT 4

LT 6

第  2 日

V

V

ヽ、

8:30～ ,

,:00～

9:30～

10:00へ ′

10:30′ ・ヽ

11100～

11:30～

12:00～

12:30～

13:00～

13:30～

14:00～

14:30～

15:00～

15:50～

:00 MD l

MD 5

MD ,

MD13

40ェ )2

MD17

40D`

MD21

Ms l

MS ,

MD25

30s12

Ms17

MS23

Ms2,

MD 2

MD  `

MD 10

MD 14

401)3

ンロD 18

MOD 7

MD 22

Ms  2

MS 10

MD 24

30s13

MS 18

Ms 24

Ms 30

MD  3

MD  7

MD ll

MD 15

401D4

MD 19

LD  6

30D14

Ms  3

MS ,1

30 Dl`

LS  5

MS 19

Ms 25

Ms 31

MD  4

MD  8

MD 12

MD 16

401)5

MD 20

LD  7

30D15

MS  4

Ms 12

50:D17

Ls  4

Ms 20

Ms 26

Ms 32

LD  l

LD  5

401)1

LD  4

LD 2

301D 7

50D l

LD  5

50D 2

50S l

50D3

Ms  5

1S 13

401)8

LS  5

MS 21

Ms 27

Ms 33

30S 4

,   3

30s 6

Ms  6

MS 14

40D 9

LS  `

ルis 22

Ms 28

Ms 34

30■, 1

301D8

50D 2

30D 4

301:)12

30D10

30s 5

ュns,

MS  7

Ms 15

LS  l

LS  ア

50s 2

50s 8

MS 35

30D 6

50D 9

30:D13

30D5

30D13

501)11

3os1 4

30S10

Ms  8

MS l`

LS  2

Ls  8

30S 7

30Sll

MS 36
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第   3  日

Time Table

ヽ

8:30～ 9:00

9:00

,:30

10:QQ

10:■ 0

11:00

11:50

12:00

12:30

13:00

13:30

14:00

14:4o

15:20

MS 3ア

Mix l

30S15

50S19

LS  ,

Ms 41

30s25

40S10

Mlx 3

50s27

Ms 47

Mix ,

Mix1 3

Mlx15

MS 38

Mix 2

50 Sl`

30820

LS 10

MS 42

30s24

40 Sll

M■ x `

30S20

MS 48

Mix10

M工 x14

Mixl`

MS 39

Ml×  4

30S17

50s21

LS ll

Ms 43

30s25

MS 45

Mix ア

40S12

Mixll

30s29

MS 40

Mix 5

30s18

30s22

Ls 12

Ms 44
|

50S2`

Ms 46

Mix 8

40S13

LS 15

Mix12

50s30

40S l

4os 2

50S l

50S 2

40S ●

4os 8

Ls 13

50S 4

50S 6

LS 16

40s 3

40S 4

40s 5

50s 3

40S ア

40S ,

Ls 14

50s 5

50s 7

ヽ
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「
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岡

　

北

　

石

山

道

川

葉

海 B

北   海   道 D

北   海   道
「

男 子 団 体 戦

米 男 子 団 体 戦

北     海
6

海

1

`
う

10 11/
2 12 5

9
゛

し  海
7

′  θ

5 )

北

　

東

　

一

道 A

道 C

ふ

重

道 E

田秋

７

／大

ー
/｀

」

“

口■口‐

′

「
鵬 疲れ・貧血に…

純良医薬
第一製 薬

●消化不良に

. I.-ri{ r:
整腸殺菌斉ll強カヘクタリン錠

●痛みに

高級鎮痛剤 ア ミ 'サ ‐―ル
―活 性 総 合 ア ミノ酸 製 剤

―

7ヨロン 錠

国内消 失
殺菌剤

0ド リンク=1本 100″ ●錠 =60・ 100・ 300錠イプシロン《口中錠》
ドリンク
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● {a short cut to the Chantpion 加リサ串ラタット

世 界 に 羽 ば た く新 製 品 ″

う ・

ヽ

デ ラ ッ ク ス
ヽ

ホ ワ イ ト

^:4土

 TOKYO TEL 831‐ 0453・ 1884・ 331‐ 9161-3

V

57:響囃|ヽヘ

好評スタミナデラックスに最新の技術を

加え、バ ドミントン界をさらにリー ド′

自 を基 田 に ロ イ ア ル ブ ル ー を配 し、 一 層 優 雅 な

デ ザ イ ン は プ レ イ ヤ ー を魅 了 しま す 。

ま た 、 英 国 製 ス テ ー ル 、 英 国 製 グ リッ プ レザ ー .

米 国 製 硬 質 フ ァ ィバ ー 、 特 殊 樹 脂 加 エ キ ャ ッ プ

を採 用 し、 文 字 通 リス タ ミナ デ ラ ッ ク ス ホ ワ イ  
‐

卜の 名 に ふ さ わ しい カ ワサ キの ラ ケ ッ トを作 り V
上 げ ま した 。 ぜ ひ ご覧 くだ さい 。

No.1′ 300
現 金 正 価  :¥2′000

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 株 式 会 社

十
１
１
１

範鐵
-22-
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米  女 子 団体 戦

岐  阜

北 海 道 B

女 子 団 体 戦

北 海 道 A

5キ
4    t´〉

北 海 道 C

し タ
栃   木 大  阪

ケ
，
′
〉V

り

tじ ケ
看 キ

↑¬ ,

1‐ 11,

t

11

11.コニ
｀
ln.I

ri]い ,コ |

11.J 」 ,P

建 設業界 に輝 く

●冷 暖 房 設 備
● 衛 生 水 道 設 備
●電  気  設 備
● 6Sサ ッ シ

● 6SKサ ッ シ

● 5Aァル ミサッシ
● 環 境 衛 生 施 設
● 化学・ 鉱 山機械
●荷 役 運 搬 機 械

´  ′

`::::''● ,フ 1:Z・

三機 工業
本  店

'te文
●

■  ●

彙F・ 11■ r,・ ■1:ビル t(59:)251
礼帷t二条日本生,ビ

'レ
■●6)3161●

^Fl名
古菫 L謳日・広島」ltt・

3山 ・ 全 沢 ・
"円
・ 商 後 ｀

■
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祝 全日本教職員バ ドミントン選手権大会

安心し
,                 

′
て御使用

ヨ ネ の Y.S.S印水鳥ンャトル コック

“

ヽ
ｒ
颯
・

「

40

.  0

モ
‐` ′

ヨ ネ ヤ マ
“

EVA“ A
東京都文京区湯島 3丁目13番 5号

| …   官目  言舌 (832) 2431 ・ 4698■ロ ■■■■■ 口■■■■
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一 般 男 子 単 組 合

米 一 般 男 子 単

北 方 (石 川 )

菅 原 (北海道 )

幕壁猿卜大分 多

Z 田 (神奈川 )

田 (岡 山 )

η (:藪分 )
森 (北海道 )

西 (石 川 )

坂 (埼 玉 )

南  (二 重 )

上 山 (北海道 )
汐 田 (大 阪 )
藤 (北海道 )

田 (秋 田 )

岡 村 (東 京 )

弘 山 (大 分 )

原  (石  川 )
‐|:,,「 ′fl

17

'  3

%

ム

志 村 (岩 手 )

し

44 %

2̀る  0

多

0  0

8

51

大河内 (大 阪
`8(為歩 )

2

5

´ 多

10

千
嘔

中

司

平

田

野

田

水

田

田

鮮

自
Ｔ
田

庄

大

増

北

杉

清

島

吉

洒ヽ

″ 41
43

多
(千 葉

(北海道

(埼 玉
(北海道

(大 阪

)

)

19

6 34

20

田 (大 阪 )

田 (富 山 )

達 (北海道 )

来 (大 阪 )

部 (北海道 )

井 (岐 阜 )

保田 (埼 玉 )
野 (千 葉 )

宅 (岡 山 )

ｒ
〉

多
40

14

`2

13

14

15

Z

58

タ
(北海道 )

／
′
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"

●
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玉

分

富

埼

大

(

(

(

(

υ

→ヒ海道

高

片

須

柳

沢

西

戸

杏(東 京 )

岡 (大 阪 )

貝 (北海道

入 (岡  山
■ (秋 田

安

||

宝

`/    3`村 (北海道 )

L―アスハ ライン酸

“

口1諄邦 錠¨ 内 DR液 ″ 一`モント
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服

久

牧重

阜

三

岐尾 藤 (

疲 れに 寓
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こ

フ バ
パ
は
疲
れ
て
い
る
の
で
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だ
ん
ま
り
、
む
っ
つ
り
の
パ
パ
に
ヘ
ル
タ
ス
を
′

ふ
き
げ
ん
な
パ
バ

大 日本製薬
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1972 年 札幌オリンピック冬季大会を成功させよう″

′.‐_

1ム と 若 さ の
綜合建設業

ホ
ん
玄
Ｔ

●イン
/・

´
´

地崎組株式会社

代 表 取 締 役  地 崎 宇 三 郎
札 幌 本 社 札幌市南 4条 西 7丁 目 TEL代 表 24-8!‖
東 京 本 社 東京都港区芝田村町 3の 7 TEL代 表 59!-5206
支店 。営業所 名 古屋・仙 台・盛岡・水戸・横 浜・千葉 。大阪

静 岡・面 館・小 樽・室 蘭 。旭 川・鋼 路

-26-
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神奈川

秋 田

大 阪

(東 耕 ¬ .18

一 般 男 子 複

一 般 男 子 複

19

10
′

21 22

4

‐́  11
3

米

田
木

崎

田

藤

井

村
部

武
山

方

　

田
和
・水

田
達

貝

谷

´
浴
原

野

岡

田

杉

鈴

大

汐

尾
国

西
服

春

弘

北

原

島

久

清
川

安

須
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〓
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細

片
杉

13 /

大

　

東

嵐

嶋
中

司

中

野

田

井
宅
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上
藤

田
藤

田
村

■

北

宝

保

大

五
中

上
庄

田

牧

勝

沢

三
柳
南

戸
伊

増

佐
吉

岡

異(大 阪)

季(埼 玉)ヽ

阜

分

北海道

岐

大

埼

　

富

V

5
ウ
／

ノ

北海道

海道

葉

　

田

ヽ
〉　
ハ

(石 川 )

千

秋

岡

三

多´

16

山

　

重

玉

　

山

し́ 北海道

4

分

　

京

(北海道 )
田
森

杉

笹

海道
12

⌒

E==コ

本   社
北海道支社

。
|ア

ブランデータ しい酒

「
ヨ 戸1ヨ  ホ青 株 式

≦≧ネi

東京都中央区銀座西6-6(571)8641
札幌市北 3条西 4丁目 (第一生命ビル)幅Ы41

珀
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一 般 女 子 単 組 合

米 一般 女 子 単

高 木 (岐 阜 )
ス 沢 (栃 木 )

山 (北海道 )

(大 阪 )

池 (北海道 )

崎 (北海道 )

田 (北海道 )

浦 (北海道 )

野 〈岐 阜 )

矢 野 (北海道

中 尾 (北海道

井 上 (大 阪

0

) 谷
　
菊

　
木

〉
″

υ

11

.ぅ  【ノ
'‐  0

0

2'′

小 勝 (栃 木 )

吉 田 (北海道 )

金 指 (北海道 )

伊 村 (二 重 )
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Z
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C
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ヽヽ
ヽ
ヽ

さ っ ぽ ろ

ヽ
ヽ

ヽヽ
ヽヽ
ヽヽ
ヽヽ

―
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一

札幌青果株式会社
代表取締役 勇 崎 栄 ―

札幌市円|1北町387(中 央卸売市場)
TELい )-3161

●
一
“
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一 般 女 子 複 組 合 せ

グ´
ί

(栃  木 )
F=手

(岐  阜
沢

尾

崎

池

田

上

前

中

木

菊

」
=

井

谷

‐
2

1

7~~

(北 海 道 )

多υ
(北 海道 )

(北 海道 )

5
7V

当
叫
１

。
Γ
士
レ
ｎ
”

嶋

築

●
モ
レ
・
ニ
シ
ミ
の
心
配
が
な
い
。

●
日
常
活
動
は
も
ち
ろ
ん
ス
ポ
ー
ツ
も
大
文
夫
．

●
ソ
フ
ト
な
机
ざ
わ
り

●
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
携
帯
で
き

る
。

●
名
医
が
答
え
る

「
生
理
相
談
券
」
を
、
ど
し
ど
し

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

エ
ミ
ー
ル
に
は
生
理
用
シ
ロ
ー
ツ

″
エ
ミ
ナ
イ
ス
″

″
エ
ミ
レ
ー
ス
″

″
エ
ミ
テ
ッ
ク
ス
″
が
ピ
ッ
タ
リ

で
す
。

薔優座 小杯哲子

きわやかなプル…デー

工
=~ル
らキン●生理莉談姜つさ 家庭日

“

コ入
化薔僣 15,入  く,手8壽手7>
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山2内製菫篠式会社
東ホ[l本書本町2の 5

米  一 般 女 子 複

慮≦
`卑

高  木

天 1野

雹指
塑
す口横一青

軽じ力青

ム   乙

0

(北 海 道 )

θ

(大  阪 )
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デ
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に
も

は
れ
や
か
な
笑
顔
を

お
約
束
し
ま
す

〓

ヽ

壌

糀
い
冒



「

‐
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ナワトビの革命

ねじれない,重 いナワトビは,そ
れを跳ぷだけで,下半身だけでなく,
上半身の強化にも非常に大きな効果

をもたらします。

1分間 (約 1"回 )跳んで, 1分
口休み,又 1分跳ぶ,こ れを15回線
返 して跳ぶのです。パ ドミントンの

一試合分のスタミナ賛成に最適です。

りЯ膊トツ特彙号 ARLTON
1966年 8月 号 紹介記事

正確な技術の習得に今大好
評を博しているカアルトンの
インターナショナルを使って
下さい。

小 売 価 格

1ケ  180円

PAT NO 195747 233892 -/a zf 'y 2zt t' i > I >Ttrll
∞ ′

J属「―J―耗

鷹

=‐
「』FI‐」墳 (P肝.R  )総 発売元

A詢アル トコ 株 )

●

―

プ

」
。

ス

イ

ー

ツ

マ

ン
な

ら

一
日

三
十
分
、
ピ

ジ
ネ
ス
マ
ン

な
ら

一
日
十

分
、
毎
日

つ

づ
け
０
だ
け

て
、　
一
こ
▲
撃

に
は
、
み
ち

が
え
０
ほ
ど

強
く
、
文
夫

な
体
力

に
な

り
ま
す
。

■
来
の
も

■
ス
タ
ミ
ナ
づ
く
り
に

，
パ
ニ
ー

●
―
プ
′
を
■

ス
ボ
ー
プ
マ
ン
、

ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
の

ス
タ
ー
ナ
づ
く
り
に
■
壼
な
の
が
、

こ

の

「
バ

ニ
ー

の
と
比
崚
し
て
み
る
と
、グ
リ
フ
ア
に
、

特
殊
設
計
の
ペ
ア
リ
ン
グ
が
瞑
り
付
け

ら
れ
て
お
り
、
■
●
関
連
続
高
速
回
転

に
も
疇
え
、
ナ
，
の
回
転
も
ス
ム
ー
ズ

に
な
っ
た
．

さ
ら
に
直
径
“

・―
の
木
“
ワ
ー
プ
が

使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
適
当
な
菫
量

を
●
え
、
飛
び
ゃ
す
く
、
テ
ス
ー
の
結

果
、
コ
ン
タ
リ
ー
ー
の
上
で
十
五
万
回

使
用
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
、
床
●
の

上
で
は
、　
一
年
同
で
三
十
万
口
以
上
飛

ル
で
い
る
が
ま
だ
０
れ
る
よ
う
す
は
な

く
、
あ
と
二
、
六
年
は
使
用
で
き
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
出
る
ほ
ど
の
薇
■
の
酎

久
性
セ
”
っ
て
い
る
。

●
呻
計

（三
分
針
）
と
セ
ッ
ー
に
な

っ
て
、■
格
は
十
円
。
全
口
撃
●
具
店
、

有
名
ア
ス
ー．
―
で
発
売
さ
れ
て
い
る
。

●
発
売
元
　
日
本
カ
ア
ル
ー
ン
●
式

会
社
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈東
京
）
●
１
６
●
５

〈奎

）
争

伊

‥
‥

本 社 大阪市南区長堀橋筋 :の 32
(サンプラスチックスビル内)

TEL 252-024:～ 3

東京店 東京都台東区台東 3丁目2番 2号
TEL (832) 1 6 2 5

｝
Ｖ
Ｆ

‥Ⅷ
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ぶ
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ｌ
Ｊ
Ｆ

僣
∫
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L
ヽ
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一
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ト
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60才 以 上 男子 単

so+D.
米

鈴 木 (秋 田)
中 田 (北海道 )

宮 脇 (大 阪 )

小 泉 (東 京 )

東  (北 海道 )
十 川

大世古

(北海道 )

(二 重 )

(岐 阜 )田

上 男 子 単
`

ム

15

じ

`2‐
  25

Z

レ

50

r

,´

14 15
17

ν

毛 利 (岡 山)

浦 本 (北海道 )

橋 本 (

南   (北海道 )
脇 坂 (秋 田)

阪 )

木 )

9
中 (北海道 )

,R ―‐‐ し 三 須 (東 京 )

20

北海道 )

千 葉 )
東 京 )

三 重 )

北海道 )

28

26

み

フ/

12

22

2

4

0 16

仏

橋

本

豆

山

田

島

田

林

伊

神

安

中

岸

南

富

岸

安

遠

平

里

十

畑

毛

フ 1

21  ,こ

和

稲

石

河

千

高

大

西

。    27 ｎ

）

V

岡 (東 京 )

井 (北海道 )

辺 (千 葉 )

葉 (秋 田)

橋 (北海道 )

窪 (東 京 )

崎 (岡 山 )

重

京

阪

京

三

東

大

東

ヽ

c24
，

０ 4
ル

″

30才 以 上 男子 複
2_

30才 以 上 男 子 複

フ´

坂

木

浩

豆

■

一

脇
鈴
ヵ
伊

2

‘

ｒ
　

　

・

・

、フ
　

秋 田 )
山

沢

岡

島

橋

　

脇

田

田

井

田

見

川

中

利

崎

北7屁道

一界東(二 重 )

ゴヒ1海道

Z
平

稲

し 中

高

`  東  (北 海道 )V溜
舞 本

ヱ

0

田

須

尻

藤

橋

辺

窪

本

井

　

本

泉

前

三

江

茂

高

河

大

橋

石

林

坂

小

C 10
東

石

千

東

大
　
　
栃
　
　
東

0

ユ
一示

葉
　
　
京

岡

ク

じ
ノ
′

０

京

海道

」ヒ海道

一示東

ル
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Z

′
｀
ヽ つ
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4 0才 以 上 男 子 単 ヽ

米  40才 以 上 男 子 単

高 橋 (北海道
じ

三 宅 (北海道 )

山 上 (岡 山 )

吉 田(北海道)

河 村 (北海道 )

島 谷 (北海道 )

(  )

2

入
Z

10

4
多

今膠岡山

笠 原 (北海道 )

平 田 (東 京

山 本 (北海道 )

田 中 (ゴヒ海道 )

フ し
11

θ
9

° Z 13

5
ゝ

7
7

θ
´
ｖ

つ'′′

ネ甲第五
日′U

全日本教職員バドミントン選手権大会

真面目なネット

Y,M, ミセキネット (本大会使用)

カタログ御 申越次第お送 り申上 ます

ヤ キ 素~     ■     : 卜 製 作 所■ヽ′
ノ

き っ て

埼玉県幸手町  TEL 048042(幸手)379

ロ

ヽ
ヽ
｀ヽ
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ヽ
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米  40才 以 上 男 子 複

つ

島
．

高

　

一二
　

梅

　

今

　

平

谷

橋

宅

村

井

田

ム
′」ヽ

笠

山

河

田

吉

林

原

本

村

中

(北 海 道

(北 海道

(東  京
¢´

0

8

多

(北 海道 )

(北 海道 )

i-:jul

2

0

6
9

ロ

ι

(北 海 道 )

田

Z

山  上  岡

縁 .ツ ||′

鮮譲山

田
5

4́‐

■

ム
′ニィ

+
1

′|、サ

犯

赤 池

V

札 幌 市 中 央 卸 売 市 場 卸 売 人

製 氷  冷 蔵  食 品 加 工

″ 社△
西
式工木■Ｔ

産水橋一日［̈
取締役社長 高 橋  松 」ビ

[コ

2

1番
札 幌 市 北 12条 西 21丁 目 37
電 話 (大 代 表 )61～ 116

-33-
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ヽ

米  50才 以 上 男子 単

藤 (熊  本)

元 (北 海道

藤 (北 海道

杉

(北 海道 )
フI:

1

オープン

浅  田

4ヽ  杉

奈良岡

今  井

奈良 岡

佐  藤

(大  阪 )

(北 海 道)

(北海道 )

(東  京 )

(北 海道 )

ア

2

3
´

伊
　
升
　
佐

フレ

ヽ¨′

=Z´

1,

、  も ●  ′,
■   ._ q     ´

■
~|~「~~¬

50オ以上J贄ナ複ニア、米

πン

ト

・
し

小
　
升

結
論
が
出
ま
し
た
―

―

Л★
サ
〓
ボ
■
ビ
ー
ル
は

最
初

の
う
ま
さ
が
持
続
す
る
」

●
雑
味

・
雑
臭
が
な

い
か
ら

う
ま

さ
が
持
続

ビ
ー
ル
の
味
の
総
仕
上
は
濾
過
の
ェ
程
が
受
け
も
ち
ま
す
。
サ
′
ポ
ロ
ビ
ー
ル
は
独
自

の
方
法
で
、
雑
味

・
雑
臭
を
完
全
に
除
去
、
味
の
純
度
が
ず
は
抜
け
て
高
い
の
で
す
。

味

は
本

場

の

SINC[]876

ミ

ュ
ン

ヘ

ン

∴
サ

ツ
ポ

ロ

・
ミ

ル
ウ

ォ
ー

キ

ー

,
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混 合 ダ ブ ル ス

米 混   合

東

栃

ワ ヽ

5

2´

8

Z″

尾 藤 ′
t lf良

高 木
´` ・

京

木

‐
フ 杉 田

菊 池
(北海道 )

菅 原

尾 崎
(北海道 )

上 山
(北海道 )

/ヽ

2ヽ
フ

五十嵐

金 指

中 嶋

木 崎

坂 本
‐
■ [菫

安 達

中 尾

大世古

伊 村

須 貝

横 山

宝 来

谷

(北海道 )

(北海道)

Zヽ

(北海道 )

(三 重 )

(北海道 )

(大 阪 )

ヽ13 14

矢 野

違 井

前 沢
(栃 木)

杉 田

井 上
(大 阪 )

笹 森

吉 田
(北海道 )

横 山

2

み

S

τ″

10 12

(北海道 )

(岐 阜 )_==■

三

国

天

浦

井

野

イ
―

“

L
ん い
●/

〃
´

`‐、p

本格派のスポーッショップ

*L* C7 ilnuro*rr
株式会社藤 井 運 動 具 店

札 幌 市 自 1彙 西 4丁 目
TEL(23月 )4110・ 8892

-55-

′(

o  2′
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新発売‖
5種Eビタミンをカロえた強 力 型

ヽ

El膚り≡ツコ::‐JL「
新 型 活 性 ビタミン剤 5ミ リ自宅・25ミ リ自宅・50ミ リ富t

純 良 医薬
lイ ー:8

、 ン ヽ

、ン、くり1‐・

響卍
‐′

生の味

lt"遺 輌 日壼洒株式会 ,■  ,"元 ‐ ■曖

-3 6-

疲 れ・ 肩 こ り。筋 肉痛・神 経 痛

足 腰 の痛 み・疲れ 日(躍暮)・ 便 秘

効果的な口月量は、医
“

・凛局・事店でご相餞くださヽヽ

●■
~

●

■摯

咽
―

‘
■
■
日
■ 「

「
Ｔ

　
一

「
ョ r

7
0



` 電

ひ
′

″喘・

カヽ

″
た
、ン
ヽ′
′

^
″
″
′

`ア

つよくて。はきよい

ヽ
―

三濡の
コ
‖
ム筆il

三 馬 ゴ ム 株 式 会 祗

各種総 ゴム靴・各種 ゴム合羽

水産用ゴム引布 。手 袋・布 靴

地 下 足 袋 oラ テツクス製品

ピニー″製 品・皮革・擬革製品

日
］

口
ｍ業営



北海道名産品のお求めは
「まるい」でどうぞ……

“

ロ

ロ

ロ

´

ロ
１
■
１
り
■
１
２
●
１

道産品売場-1階

ホL

東京以北最大のデバー ト

幌

北海道と 共に 95年

今 丼
25'! : 5 :

札幌市南 :条西 2丁目

■

・

）

,

ヽ

ノイ ビタは、活性 ビタ ミンBlと チオ ク ト酸の結合効果 で体のす

みず み まで、す ばゃ く行 きわ た り、疲れ ・だる さ ‐足腰 の痛 み

をハ ネ返 します 。

●疲労・ 肩 こり・ 神経痛・ リウマチ・ 食欲不振・ 脚気・疲 れ目

肝臓疾 患 な ど

5“-looi銭:‐300錠 /25口B-30'定・100錠 /60■8-30'定・100'定

藤沢薬品

-38-
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受 け て 重 宝

三 越 の 商 品 券
長 年 皆 さ まに 親 しまれ ご利

用 戴 い て お ります 三 越 の 商

品券 は大 変 便 利 な贈 り物 で

ご ざ い ます

,a,lat3|

幌

地○

10′ 000円 募 ま ‐で各 種
全 日 本・ 支 店 共 通

●
０

●
‘

。

７
′

ｎ
ｖ

″

″

550円
230円

と

う

堺酒造株式会社・発売元 北 酒 連

■:=

北海道を代表する

味覚の殿堂 .′

記 念・祝賀会
謝  思  会 ‐
同  窓  会

|

ク ラ ス 会
|

学 校 祭 バ ザー ,

出張パーティー
倅 備30分で OK.′ )

テープル パーティー設備一式持参
(;T'その他 お料理飲物とも

∞Ю円以内
お―人 調日量肉

パーラー 石
.田
 屋 TEL(21872

V

一
●

｀′

^

再登ン

ふ

一

々,
ば）へ′●

ヽレ

:

虜
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κ
ぞ

医¬
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‐
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″
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■
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子躙 1兼 i t洋 !凛

北 3西 3 道 庁 前



名,'| 手Etr8l 監 督  名

都 道 府 県 別 参 加 選 手 名簿

熊 本 県

大 分 県

岡 山 県

伊 藤 基 記

吉 田 信 之

渡 辺 弘 美

伊 藤 基 記

吉 田 信 之

毛 利 清 志

― `・   EL二 七 .″

宝 来 敏 夫

岸 田 幸 雄

井 上 昌 子

千 田 軍 二

戸 山 臣 吾

和 田 直 美

天 野 博 江

北 方  匡

飯 田 良 信

内 田 小 五 郎

佐 藤 紘 一

西 崎 正 明

柳 本 尭 敏

浅 田 一 雄

北 野 敬 四 郎

谷  富 美 子

長 谷 川  衛

大世 古 吉 弘

尾 藤 宏 治

原  栄 一

赤 池 信 次

清 水 芳 隆

茂 藤  寛

村 西  ―

川 田 史 郎

金 尾 善 六

富 脇 正 晴

杉 田 忠 邦

市 嶋 智 二 郎

弘 山

山 上

高 田

鈴 木

片 岡

几

周 之

浩 二

武 光

輝 明

R

,

大 阪 府 宝 来 敏 夫

和 田 直 美

.ll県
飯 田 良 信

富 山 県 内 田 小 五 郎

野 口

伊 豆

国 井

ヽ
…
′

V

江 尻 桂 三

雪 印 牛範

雪印フイ
=ワ
リーム

札幌市南 7条 西 4丁 目
札 幌 雪 販 株 式 会 社

令

ミホラル

-40-

千 田 軍 二 巽  南  善 雄

晃  安 田 忠 短

裕  高 木 紀 子

二 重 県

岐 阜 県

●リ

率

「¬
■.

.    ヽ

¬ :一 ｀ ‐

‐|‐ |:■園 日 11:1



`

疲 労 回復 ・ 解 毒 ・ 健 康 増 進 に

!■H■|ヨ11'副
錠●

Φ 中外製 薬株 式 会社

団 体 名 1監 督 名
`

手 名

神奈川県

東 京 都

千 葉 県

栃 木 県

埼 玉 県

岩 手 県

秋 田 県

杉  田

笠 原 ― 男

高 橋 喜 久 司

杉 田  博

今 井  先

岡 村 英 男

稲 岡 了 順

里 見 光 徳

高 橋 重 夫

遠 井 稔 男

前 沢 和 子

高 橋 喜 久 司

久保 田 宇 作

志 村 正 義

中 川 鉄 男

勝 田  裕

石 井  仁

笹 森  剛

高 橋 政 一

平 田 登 志 郎

黒 河 内 敏 正

中 島 康 雄

前 田 耕 作

河 辺  享

永井 佐 賀恵

富 越

鈴 木

笠 原

神 山

安 達

龍 三

裕 司

― 男

豊 州

惟 彦

坂 本 正 樹

高 谷 升 一

人 窪 維 典

田 中 康 二

小 勝 紀 子

脇 坂 安 隆

千 葉 純 二

五 十 嵐 宣 善

平 沢  寛

須 貝 元 昭

小 泉 伸 担

三 須 徳 次

橋 本 晃 一

牧 野 建 大

松 本 昭 子

沢 井 芳 夫

杉 田 茂 良

島 谷  勲

高 橋 昌 久

保 坂 和 也  大 平  射 島 田 知 良

● 」

¬

/

.1
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博

一 夫

高 橋 重 夫

遠 井 稔 男

志 村 正 義

中 り|1鉄 男

北 海 道

V



団 体 名 監 督 名 手 名

北 海 道 南

林

菅 原

山 本

横 山

」ヒ

三 宅

増 田

鎌 田

矢 野

武

公 行

修 三

興 人

敏

豊 吉

仁

幸

玲 子

千 枝

佐 藤 哲 郎

吉 田 正 衛

細 野 正 三

河 村  武

赤 川 賢 二

東  健 二

橋 本  博

中 屋 純 子

木崎 ■ ち子

三 浦 和 枝

佐 藤 鉄 男

奈 良 岡 健 三

十 川 千 春

上 山  功

小 林 納 幸

浦 本  孝

伊 藤 元 和

菊 地 義 子

金 指 英 子

尾 崎 淑 子

中 嶋 弘 志

服 部 忠 明

畑 中  満

庄 司 哲 二

西 村 幸 衛

小 杉 哲 男

升 元 一 人

吉 田 しつ子

横 山 綾 子

,´

《最高級》

ミルク クランチ マロン   ストレート カシューナッツ
口ヽ′

■■■■ ■■■‐

裁 X イ
Ｅ
■
■
Ｊ り可嗜レ
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朔〉く

男
性
も
女
性
も
、

い
つ
ま
で
も
、
若
く
、
美
し
く
あ

る
た
め
に
は
次

の
二
つ
の
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す

′
、
全
身
の
血
液
の
循
環
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
こ
と

２
、
各
種
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
バ
ラ
ン
ス
よ
い
こ
と

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
主
剤
の
ユ
ベ
ロ
ン
は
、
全
身
の
血
行
を

よ
く
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
盛
ん
に
し
て
、
若
さ
と
体
力
と
美
し
さ
を
ま

も
り
ま
す
。

●
こ
ん
な
症
状
に
有
効
で
す

体
力
の
衰
え
、
疲
労
、
倦
怠
、
肩
こ
り
、
疲
れ
日

関
節
の
痛
み
、
シ
ミ
、
肌
あ
れ
、
生
理
不
順
、
不

妊
症
…
な
ど
　
　
　
‐　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐

●
　
●
一　
　
一六
γ

六
〇
カ
プ
セ
″
　
　
内
■
崚

■
ホ

・
■
り
，
き
■
　
●
名
記
入

の
上
　
東
京
椰
文
京
区
小
石
川
四

エ
ー
ザ
イ
＾
薔
〉

ユ
ベ

ロ
ン
饉
あ

て

ユ
ベ
ロ
ン
の
ん
で
若
さ
い

っ
ば
い
′

石

原

裕

次

郎

凄

V

ヽ

呵口
" 0          

メロ■■

「

雪太郎・時計台・蝦奥餅・羊姜
職「菓子ヨ
■■
■■
■■■

●ヽ
■■D■
■■■ヽ

′ヽ
●
■
「 ■ヽ

)尋】予売1占 (南4西 4)|||||:|

十字銃店.(南 1西 4)(24)3801

東京支店ケi(町フ4セ汐́

本ネ士互場(南 1西12)ll:'!:
ビJ40Zl
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植物 園

北 一 条 通 り

時計台

大 通 り 公 園

テレビ塔

ヽ

.響
ヽ

「

北海道庁

‘
■
■
、

至

石

狩

ヘ

ヾ

琴  (以
ボプラ並木

北海道大学

札 幌

□
深山荘
(捏小路9丁目)

n
札幌市体育館

北 1条

東 6丁 目

l+at

豊  平

'■
7   ‐

小 樽 ヘ

円山公園

桑 園

苗 穂

|

創成小前

_ヽ′

●●″

・
摯・ 1 大栄旅館
14■ ′南6西 15)

・ 雪
会
印健保

.

館
西線 6条

藻岩 山

(南 4西 8)

威
け

中 島 公 園

・“
大学

定
山
漢

ヘ

1972年 札幌オリンピック冬季大会を成功させよう″
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役 員 選 手 宿 舎 案 内
`

こ

V

ヽ_′

本

」ヒ

大

熊

岡

大

岐

石

富

神

東

千

栃

埼

岩

秋

大

部  役  員

重   県

海   道

分   県

本   県

出   県

阪   府

阜   県

川   県

山   県

奈  りll 県

京   都

葉   県

木   県

玉   県

手   県

田   県

会 事 務 局

雪 印 健 保 会 館

深   山  荘

南 4西 8

南 5西 9

(25)7166

(24)8446

南 6西 15 (56)5477大 栄 旅 舘

ローヤルホテル (31で銭計) 南 ア東 1 (51)2121

ヨ「―¬
=ニ
ユーダレ

●■■V●
ソ
‥

マ
ニ
‥
ル
の
適
応
症

筋 肉弛 緩 。鎮痛 内服 薬

筐ゝ
五 のス 関 筋 捻 肩

十億;節 硬  こ
肩 痛後 炎 症 挫 り

10*  Y 250 30le^ Y 700 100le^ + 1,800

ia6.t,q8 Er #trr82-7 taflt*lt*&

腰
　
背

痛

四
　
肢
　
痛

リ

ク

マ

チ

き肢 ね 神
セ

つの嘉 経
けひ い 痛
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三
養
鍍
業
株
式
含

着

社
長

大

槻

文

平

東

京

都

千

代

田

区

札

幌

市

北

五

条

西

六

丁

目

室

蘭

市

海

岸

町

四

番

地

苫

小

牧

市

字

中

野

五

六

番

地

美

唄

市

美

唄

一
七

八

一
番

地

美

唄

市

美

唄

七

九

番

地

● D

丸

　

ノ
　

内

　

一
　

ノ
　

四

電
話

代
表

（
）
三
二
九

一
番

電
話

室
　
蘭
　
一
一
〇

五

番

電
話
　
苫
小
牧

四
九

一
九
番

電
話

美
　
唄

八
五

一
二
番

電
話

美
　
唄

四
　
〓
一　
番
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4 疲労・神経痛

〈
■
に
研
究
し
前
進
す
る
田
辺
製
薬
〉

治療効果を高めた活性ダブルBl構造

●体内吸収がよく早く強く働きます●しかも効果か

長時間、持続します●いやな臭いがまったくありません

独自の (活性ダブルBl構造)が もつ致々の優秀性が高く

評価され、ハイーベストンは.シ ェーリング:L(',をはじめ

33カ 国へ進出′

ヽ希 性 ビ タ ミン複 合 剤       ^

,b■‐ダ|■卜y 5 mg25『g50 rg
■ ,ベ 中 ⌒」

ローヤルホテルはあなたの応接間です″
地上11階地下 2階・ 客室 (和・ 洋)95室宴会場25全館冷房完備

他・ 理・ 美容室 /ス チームバス /結婚式場

お部屋ご利用のおすすめ
お一人様 1.700日 2.500日 3.000円

お二人1113.200円 3.500円 4.500円

ご家族116.000円 7.000円 8.000「 l

(ホロ1111(i′ '、 llll(二 人11,ヽ t■lk,|｀

日l北 |IIIル ス |ヽ ラン  ステートノ、●,ス |
■l地 HO・rル ス |ラ ン ス,,千 …,ン ン〉
■¬
`|.=・

:1■∵;=||り |ン スト~′  ́ L● :

■
～
1:r′ |IⅢ ,|十 レ |― ′ =L卜●

■郷 |:先物 と 1,|」 t''171■■li l■  _Ⅲ '|.

1,き ,1=IJ. ,, ―

0′―彬芽彩

新 樋 鷲 綺城 型 ビタ三ン

,戯 トツb

●●発売元

口翅 製

"株
式 会 社

25

●

(:)

25mg 250錠

■ヨb

０
０
０

`

-4アー

札襲市南 7条来 1丁 [l T、 51)2121

肩こり・疲労・五十層

常早ぷtr神経痛・筋肉痛・腰痛
"'オ
′  糖尿病・疲れ日・便秘など

―
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池田ノ
lヽ

1コ L:

J・
=1翼
り編■

池田製薬株式会社

や

コ
■ ④

さわやかな味
ビタミン Cもすいすいとれちゃう

‐  な 構 ・ |・1…

・
「

-1●

―
⌒
｀

・・′曖  」闘
"留」湧,
日【【
0

オレンジ・ パイン●ス トロベリー・ イチゴ●メロン

ピーチ・ グレープ  ポリa´、1`Ю 。 2001■
■1●●入

“
Ю
「
;●目ポリ■人 i∞ ●●●・ 3∞円

○ 旱
■■,可機■彙

'貪

品    0● 口法人・ |ホ●
ホ欽
"`会

〈新型発売〉
7機g―′|■2″■300
高速性能に加え
さらに美しくより安全になりました

1馨1北,毎道日産

,

マ■ 
一層 ― ― ,3

で
，

00

株式会社

東京都千代田区外神田2丁目1番地16号

(都 電 松 住 町 交 又 点 角 )

電話  (2 5 5)2749番   (2 5 3)6080番

振 替 回 産 東 京 86527番

清潔に奉仕する

クリーニング機械・ 資材と石鹸の

東 洋 石 鹸

札 幌 市 南 4西 8

電話 51-2230(代 )

―

`8-

●
Ｆ
‥
―
‥

」
Ｒ

や
、

`暉開硼勝・編聰

〆 hL

‐ヨ

「
ｒ

ロロF

:
:

ト
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、
「

111二 ｀
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`

■

ス

■札 幌膚 贖波 じ現 金定 価

太 陽 徽 章 製 作 所

V
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lrilil, 1=*)v)\,t /
● 開 発 局 指 定 型

もお 鋳 tX

ビニ ー ル加 ]1-切
暖 房・ 水 道・衛 生
諸 資 材 専 門 店

■ 北 海 道地 区 代理 店

札幌市南 7西 7 TELC)0211

営 業

品 目

2 Vz-?-
W.*2,

あ らゆ る 配 管 機 材

V

・ クボ タの鋳 鉄管  ・ ビニール管
・ 住 友のパ イ ブ   ・ 東洋パルヴ
・ 北沢バル ヴ    ・ キ ョク トウボ ンプ
トーローの ドレネージ継手
フロアー ドレン●ルーフドレン

大 阪 ドレネ ー ジエ 業 株 総 発 売元

井 材
札 幌 営 業

札幌市南 6条東 2丁 目
TEL0 1976

式
社

折

株
会

．′

笞
●コ

百
田
ウ
↑

_ヽ′

矢υ
矢口る とい うこ と

`まあ な たの夢 を広 げ ます 。 なぜ な ら、知 識 は未 知 の世 界 の と

び らを開 き、 さ らに未 知 の世 界 へ と、 あ な た をか りた て て

ゆ くか らで す 。

富 貴 虫 は知 餞 の 泉 。 汲 め ど もつ きぬ 無 限 の知 識 を、つ ね に

貯 え て お ります。

*北海道 教育 文化のパィォニア *

書籍・ 文具・ 事務機

1:il,11:i;)|:::::1楽
器・ 運動用品

さっぽろ十字街 Tの 6611

管工機 材 (株 )

-49-



媛 房・ 衛 生・ 給 水 排 水 設 備・ 汽 缶 据 付

厨 房 設 備・ 温   調・ 撃 井 工 事

くΘ> 宮 永 工 務 所
く

式

社

株

会

通
　
　
リ日
´

大

の
大

市

代
所

幌

話
張

札
電

出

り 東 三 丁 目 一 番 地

7  o  6
・ 北 見 ・ 広 島

媛 房・ 空調・ 衛 生 工 事 設計施 工

鋳 鉄 製 品・ 製作 販 売

)・ 配 管 資 材
ン フ・

木L中

't■

.デ

i莉 4,モ 3  ■3F舌 (24｀ 2216 (fヽ )

本L中晃.1'Flイ f中

'こ

 697σ)12  年こ  31,2071

日詰配管工業株式会社

友

ポ

社〈
不
式株業興属金マ了里左′■‥

住

材

‘
、

「
呵●
幻

管

般

鋼

一

本

倉

社

庫

´

D,I,F,ス トーカー・ オイルバーナー
』]繕 T舛

高 砂 暖 房 器 株 式 会 社

不二貫流ボイラ
_            ム社 ・:日:・」― :‐ニ

ミヤモ ト厨房設備工業KK
熱ポンプ製温水缶         札幌市北 1条東8丁目

株式会社 フシマンパルプ製作所     電 話 23-0181 後藤鉄工水管 ポ イ ラー

-50-
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取締役社長 日 詰  豊  作
札幌市北 7条 西 1丁 目 電 話 71)5126

ヽ口′



各スポーッウエアーの店

各学校 スポー ツ部 の独創 的 な

スポーツウェアの御相談・ 御注文

に応 じています。

お 気 軽 に 御 立 寄 り 下 さ い

○窮 1階
都
“
πズ)αて多飽ι瓦

=TEL(直 )25-8530 25-6652
口ヽ′

専
門
コ
ー
ナ
ー
で

洗
練
さ
れ
た

商
品
を
Ｈ

★

贈

っ
て
喜
こ
ば
れ
る
商
品
券
を

ご
利
用
下
さ
い
。`″iル

夢7ゞ―ル
狸 小 路 3 TEL(代 )24-5131
営 業 時 間  午 前 10時 ― 午 後 9時
札 借 販 小 切 手 を ご利 用 くだ さい ませ

綜合スポーツの店

″,|ズ|ポータ/まば
・ら

`″lル
ダ7ゞ―ル

4
階V

ゴルフ●野球・ 登山・ ァクァテング●洋弓。ボデービル・ ボクシング

札幌市南20西 4角 22-0750・ 25-5023023-0564

津
ゆ
釜
一
由厳

な知雀ント原商店

-51-

」

′

′
，

」

「『

‘

Ｆ
ｒ
Ｌ

TEL(直 )24-6382

スキー・ スケート・ 猟銃。花火。子供乗物。公園運動具
。モーターボート



空気調和・ 暖冷 房・ 衛 生・ 設計施 工

<酵>池田媛房工業株式会社
ヽ

社

店

本

支

取締役社長  池  田
札 幌 市 北 12条 西 3丁 目 TLL代
東京都中央区銀座東 2丁目大内ビル内 日
帯 広 市 西 14条 南 15丁 目
釧 路 市 駒 場 町 14の 2

不農

72～ 1151
543-2636
4～ 7215
3～ 5825

出張所

▲OMS式浄化槽責任施工
▲ダノ式高速性肥化処理施設
DANO ― BIO ― STABILIZER

日 独 浄 化 工 業 株 式 会 社
T E L24)11221～ 7札幌出張所

本   社

支   社

札幌市南 4条西10丁 目 (尾崎ビル)

神 戸 市 葺 合 区 磯 上 通 8の 7

東京都港区芝田村町第二東洋海事ビル

]
化工場から生 まれる 世

{porl

札幌市

童 録 商 標

も ‐ D

フ ク ロ グ ジ f■

il.@mtil.E!EEr*trfrIFm
舎株

世 式 表邊彦奥兼商店醸

´―～■口暉■
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小樽東製菓株式会社
小樽市奥沢 4丁 目22番 23号

社長   東     策

日本光電工業株式会社
ヽ _

みそは寿・ 酒はアマクチ千歳鶴

日本清酒株式会社
社 長  江 守 武 雄

I-zttV7 / . t tv/i'>
V

‐~三
コニ■

薯≡L一
７
１１１

-5←

本  社 札幌市南 1条西5丁 目 T“0蜘 8・ の 8502 」自LI■■L,自 К 』Eユ
ニ 条 店 札幌市商3条西2丁目 T"4161・ 日 6248 ■5ア ハ ゥlc」 i]P
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ソフ トウイスキ ーの ベ ス トセ ラ ー

500円

バ

ニトロフラン含有
衛生ナブキン

_/

■

北海紙株式会社
ホクシ ー
ぺ :P―
■● 1口■■■)

東 芝 商 事 株
札  幌  支

_」

「コンヽ

苫
ｒ

ｉ

ノ

（τ を主

＾
ヤ

日精鎌リミンオホ式会社
-54-



挙精之西
一
ｒ
′
７
青
一

′

′
‘

`

おけ

■

宝 酒 造 株 式 会 社

札幌駅前で
´
便利なお買物

ご進 物 にゴバ ンカンの商 品券  東横 。自木屋に共通
五 番 舘
電 鮨 250151番

一 製 品 で勝負 す る トビ印 スポー ツ用 品 ――

札幌 市 南 4条西 4丁 目 (諄野電停 前 )② 29″ 0"08
本社 /東京告 業所 /大阪・ 工 場 /東京 中野 /長野 県関 谷 市

●」りし″のス料裏羞異電曇ぃか?

`ご" 社

ス ポ ー ツ用 品製 造 総 発 売

覆 井 株 式

●経験 豊 富 な技術 者 が管 理 され た 自

家 工 場 で生産 され 直接 皆 様 の お手

許 に販 売 され て い るか らです 。

● トビ印 ス ポー ツ用 品 は 日本 中 の■
様 に ご愛 用 戴 き今 日に青 て られ て
来 ま した。
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嘲丞∋



1972年 札幌オリンピック冬季大会を成功させよう″

≡ホラ‖

●元気 をつ くる……

埋身F‖ 牛乳
Ⅲ栄 秦 タップ リ……

琶汗ロフイ
=ワ
リ‐ム

■世 界 に持 る風味 …

雪印ノドクー/チーズ

V

日二難‖亡所
札幌 市北 2条 西 4丁 目 (札 幌 三井 ビル )

電 話 代 表 02151・ ② 0191

販売所 釧  路   室  蘭

株 式會 泄

札 幌 営 業 所

-56-
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― 今年の各の一

暖房のプランは
おたてになりましたか―

●

◆北海道―を誇る精選された銘柄を《北炭》はあなたのご家庭へ◆

★最寄りの北炭販売店へご相談下さい

… ‐
|

①北海 道炭積汽船株 式会社

幌  内  炭
夕  張  炭

幌 内 白 煙 炭

コ ク  ス

あ さひエース

1ヒ

'毎

匈首営業所 /本しl幌市 1ヒ 2条1西 2■
~目
 (1ヒ炭 ビリレ)TEL(22)2i3!～ 7

空  矢□ 炭


